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　三　浙江省良渚官井頭遺跡の苑池跡6）

　浙江省文物考古研究所の報告では、2012年３月から2013年７月にかけて行った浙江省良渚官井
頭遺跡の発掘調査により、良渚文化中期から晩期（約4500年前から4000年前）7）にかけての大型
石組みの苑池跡が発見されている。
　良渚文化における大型石組みの苑池の発見は初めてである。苑池跡は官井頭遺跡の西部に位置し、
西南から東北へ楕円形を呈する石組みの池を中心に、水源となる井戸及び石組みの排水溝からなって
いる。池の護岸は石で築かれており、池底には石の敷かれた痕跡はない。池の２ｍの北側には石で築
かれた壁面を持つ井戸が検出されており、池との間には石が敷かれている。池は東西3.6㎜、南北最
大７ｍ、深さ1.5ｍで、その西南部にある石組みの排水溝とつながっている。この排水溝は幅約２ｍ、
残長18ｍとされている。遺跡は全体に東北から西南へ緩く傾斜していることから、井戸から池に水
を溜めて、さらに排水溝によって西南の方角へ流されていたと推測されている。

　四　隋唐洛陽城九洲池の発掘調査及び整備保存

　洛陽市では、洛陽市玻璃工場一帯のほぼ60ha の土地にニュータウンの開発構想が打ち出されてい
る。関係部門は、2013年７月よりここに立地する隋唐洛陽城の九洲池遺跡を対象として、発掘調査
を行ってきた。洛陽市の「九洲池遺跡整備と保存計画」によれば、総面積10ha の公園を作り、その
中に考古調査に基づく池と三島を中心とする隋唐時代の皇家苑囿を復元する予定であり、さらに隋唐
時代の建築物をも一部再現するとのことである8）。

　おわりに

　現在の中国では高度経済成長に伴う急激な都市開発が行われているが、それぞれ遺跡の詳細な発掘
報告を早急に発表すること、及び遺跡の保護・管理にも積極的に取り組むこと、の２点を特に望みた
い。
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